
化学・⽣物化学科

S A B C D

到達目標を十分に達成し、
極めて優秀な成果を修めて
いる

到達目標を十分に達成して
いる

到達目標をおおむね達成し
ている

到達目標を最低限達成して
いる

到達目標を達成していない

物質についての基礎的・専
門的知識と実践的応用能力
に関する授業内容を超えた
主体的な学修が認められ
る。

物質についての基礎的・専
門的知識と実践的応用能力
に関する授業内容を十分理
解している。

物質についての基礎的・専
門的知識と実践的応用能力
に関して授業内容をおおむ
ね理解している。

物質についての基礎的・専
門的知識と実践的応用能力
に関して授業の最低限の到
達目標は理解している。

到達目標に達していない。

生物についての基礎的・専
門的知識と実践的応用能力
に関する授業内容を超えた
主体的な学修が認められ
る。

生物についての基礎的・専
門的知識と実践的応用能力
に関する授業内容を十分理
解している。

生物についての基礎的・専
門的知識と実践的応用能力
に関して授業内容をおおむ
ね理解している。

生物についての基礎的・専
門的知識と実践的応用能力
に関して授業の最低限の到
達目標は理解している。

到達目標に達していない。

化学技術者としての基礎技
術に関する授業内容を超え
た主体的な学修が認められ
る。

化学技術者としての基礎技
術に関する授業内容を十分
理解している。

化学技術者としての基礎技
術に関して授業内容をおお
むね理解している。

化学技術者としての基礎技
術に関して授業の最低限の
到達目標は理解している。

到達目標に達していない。

理工学技術者としての基礎
知識に関する授業内容を超
えた主体的な学修が認めら
れる。

理工学技術者としての基礎
知識に関する授業内容を十
分理解している。

理工学技術者としての基礎
知識に関して授業内容をお
おむね理解している。

理工学技術者としての基礎
知識に関して授業の最低限
の到達目標は理解してい
る。

到達目標に達していない。

英語での議論が可能であ
り、自分の意見を適切に表
現することができる。

英語で対話が可能であり、
異文化に関して説明するこ
とができる。

英語での表現を理解するこ
とができ、異文化に関する
知識を持つことができる。

国際語である英語および異
文化に関して興味を持つこ
とができる。

到達目標に達していない。

キャリアに関して、調査、
計画を立て、自ら行動する
ことができる。

キャリアに関して、調査
し、将来計画を立てること
ができる

キャリアに関する知識を持
つことができる。

キャリアに関して興味を持
つことができる。

到達目標に達していない。

S A B C D

到達目標を十分に達成し、
極めて優秀な成果を修めて
いる

到達目標を十分に達成して
いる

到達目標をおおむね達成し
ている

到達目標を最低限達成して
いる

到達目標を達成していない

物質についての基礎的・専
門的知識に基づいて実験を
計画、実行し、その結果に
関して報告し、基礎的・専
門的知識を繋ぐ考察をする
ことができる。

物質についての基礎的・専
門的知識に基づいて実験を
計画、実行し、その結果に
関して報告・考察すること
ができる。

物質についての基礎的・専
門的知識に基づいて実験を
計画、実行し、その結果に
関して報告することができ
る。

物質についての基礎的・専
門的知識に基づいて実験を
実行し、報告することがで
きる。

到達目標に達していない。

生物についての基礎的・専
門的知識に基づいて実験を
計画、実行し、その結果に
関して報告し、基礎的・専
門的知識を繋ぐ考察をする
ことができる。

生物についての基礎的・専
門的知識に基づいて実験を
計画、実行し、その結果に
関して報告・考察すること
ができる。

生物についての基礎的・専
門的知識に基づいて実験を
計画、実行し、その結果に
関して報告することができ
る。

生物についての基礎的・専
門的知識に基づいて実験を
実行し、報告することがで
きる。

到達目標に達していない。

化学技術者としての基礎技
術を適切に使うことがで
き、応用することができ
る。

化学技術者としての基礎技
術を適切に使うことができ
る。

化学技術者としての基礎技
術を使うことができる

化学技術者としての基礎技
術を理解している。

到達目標に達していない。

理工学技術者としての基礎
知識に関して、主体的学習
を行うことができ、それら
の実践的応用を行うことが
できる。

理工学技術者としての基礎
知識に関して十分理解して
おり、それに基づいて適切
に実験を行うことができ
る。

理工学技術者としての基礎
知識に関しておおむね理解
しており、それに基づいて
実験を行うことができる。

理工学技術者としての基礎
知識に関して最低限の到達
目標は理解しており、それ
に基づいて実験を行うこと
ができる。

到達目標に達していない。

評価基準

群馬大学 授業別共通ルーブリック （理工学部　化学・生物化学科）

ルーブリック例 1：講義用

評価基準

評価項目

物質についての基礎的・専門的知識と実
践的応用能力

生物についての基礎的・専門的知識と実
践的応用能力

化学技術者としての基礎技術

理工学技術者としての基礎知識

国際コミュニケーション能力スキル

就業力

ルーブリック例 2：実験用

評価項目

物質についての基礎的・専門的知識と実
践的応用能力

生物についての基礎的・専門的知識と実
践的応用能力

化学技術者としての基礎技術

理工学技術者としての基礎知識



化学・⽣物化学科

S A B C D

到達目標を十分に達成し、
極めて優秀な成果を修めて
いる

到達目標を十分に達成して
いる

到達目標をおおむね達成し
ている

到達目標を最低限達成して
いる

到達目標を達成していない

物質についての基礎的・専
門的知識と実践的応用能力
に関する授業内容を超えた
主体的な学修が認められ
る。

物質についての基礎的・専
門的知識と実践的応用能力
に関する授業内容を十分理
解している。

物質についての基礎的・専
門的知識と実践的応用能力
に関して授業内容をおおむ
ね理解している。

物質についての基礎的・専
門的知識と実践的応用能力
に関して授業の最低限の到
達目標は理解している。

到達目標に達していない。

生物についての基礎的・専
門的知識と実践的応用能力
に関する授業内容を超えた
主体的な学修が認められ
る。

生物についての基礎的・専
門的知識と実践的応用能力
に関する授業内容を十分理
解している。

生物についての基礎的・専
門的知識と実践的応用能力
に関して授業内容をおおむ
ね理解している。

生物についての基礎的・専
門的知識と実践的応用能力
に関して授業の最低限の到
達目標は理解している。

到達目標に達していない。

化学技術者としての基礎技
術に関する授業内容を超え
た主体的な学修が認められ
る。

化学技術者としての基礎技
術に関する授業内容を十分
理解している。

化学技術者としての基礎技
術に関して授業内容をおお
むね理解している。

化学技術者としての基礎技
術に関して授業の最低限の
到達目標は理解している。

到達目標に達していない。

理工学技術者としての基礎
知識に関する授業内容を超
えた主体的な学修が認めら
れる。

理工学技術者としての基礎
知識に関する授業内容を十
分理解している。

理工学技術者としての基礎
知識に関して授業内容をお
おむね理解している。

理工学技術者としての基礎
知識に関して授業の最低限
の到達目標は理解してい
る。

到達目標に達していない。

英語での議論が可能であ
り、自分の意見を適切に表
現することができる。

英語で対話が可能であり、
異文化に関して説明するこ
とができる。

英語での表現を理解するこ
とができ、異文化に関する
知識を持つことができる。

国際語である英語および異
文化に関して興味を持つこ
とができる。

到達目標に達していない。

キャリアに関して、調査、
計画を立て、自ら行動する
ことができる。

キャリアに関して、調査
し、将来計画を立てること
ができる

キャリアに関する知識を持
つことができる。

キャリアに関して興味を持
つことができる。

到達目標に達していない。

S A B C D

到達目標を十分に達成し、
極めて優秀な成果を修めて
いる

到達目標を十分に達成して
いる

到達目標をおおむね達成し
ている

到達目標を最低限達成して
いる

到達目標を達成していない

物質についての基礎的・専
門的知識を応用して卒業研
究テーマについて、情報検
索し、自ら計画を立て、実
験・考察し、卒業論文作
成、発表し、議論すること
が出来る。

物質についての基礎的・専
門的知識を応用して卒業研
究テーマについて、情報検
索し、教員との議論をもと
に計画を立て、実験・考察
し、卒業論文作成、発表す
ることが出来る。

物質についての基礎的・専
門的知識を応用して卒業研
究テーマについて、教員の
指導により計画を立て、実
験・考察し、卒業論文作
成、発表することが出来
る。。

物質についての基礎的・専
門的知識を応用して卒業研
究テーマについて、教員の
指示のもと実験・考察し、
卒業論文作成、発表するこ
とが出来る。。

到達目標に達していない。

生物についての基礎的・専
門的知識を応用して卒業研
究テーマについて、情報検
索し、自ら計画を立て、実
験・考察し、卒業論文作
成、発表し、議論すること
が出来る。

生物についての基礎的・専
門的知識を応用して卒業研
究テーマについて、情報検
索し、教員との議論をもと
に計画を立て、実験・考察
し、卒業論文作成、発表す
ることが出来る。

生物についての基礎的・専
門的知識を応用して卒業研
究テーマについて、教員の
指導により計画を立て、実
験・考察し、卒業論文作
成、発表することが出来
る。。

生物についての基礎的・専
門的知識を応用して卒業研
究テーマについて、教員の
指示のもと実験・考察し、
卒業論文作成、発表するこ
とが出来る。。

到達目標に達していない。

化学技術者としての基礎技
術を条件に応じて適切に卒
業研究に応用することが出
来る。

化学技術者としての基礎技
術を卒業研究に応用するこ
とが出来る。

化学技術者としての基礎技
術を教員の指導により卒業
研究に応用することが出来
る。

化学技術者としての基礎技
術を理解している。

到達目標に達していない。

理工学技術者としての基礎
知識を条件に応じて適切に
卒業研究に応用することが
出来る。

理工学技術者としての基礎
知識を卒業研究に応用する
ことが出来る。

理工学技術者としての基礎
知識を教員の指導により卒
業研究に応用することが出
来る。

理工学技術者としての基礎
知識を理解している。

到達目標に達していない。

英語での議論が可能であ
り、卒業研究に関して自分
の意見を適切に表現するこ
とができる。

英語で対話が可能であり、
卒業研究に関して説明する
ことができる。

英語での表現を理解するこ
とができ、卒業研究に関す
る知識を持つことができ
る。

国際語である英語および卒
業研究に関して興味を持つ
ことができる。

到達目標に達していない。

卒業研究と自分のキャリア
の関連性を適切に説明する
ことが出来る。

卒業研究と自分のキャリア
の関連性を説明することが
出来る。

卒業研究と自分のキャリア
の関連性に関連について情
報収集することが出来る。

卒業研究と自分のキャリア
に関して興味を持つことが
できる。

到達目標に達していない。

ルーブリック例 3：演習・ゼミ用

評価基準

評価項目

物質についての基礎的・専門的知識と実
践的応用能力

生物についての基礎的・専門的知識と実
践的応用能力

国際コミュニケーション能力スキル

化学技術者としての基礎技術

理工学技術者としての基礎知識

国際コミュニケーション能力スキル

就業力

ルーブリック例 4：卒業論文、卒業研究などの調査研究用

評価基準

評価項目

物質についての基礎的・専門的知識と実
践的応用能力

生物についての基礎的・専門的知識と実
践的応用能力

化学技術者としての基礎技術

理工学技術者としての基礎知識

就業力



機械知能システム理⼯学科

S A B C D

到達目標を十分に達成し、
極めて優秀な成果を修めて
いる

到達目標を十分に達成して
いる

到達目標をおおむね達成し
ている

到達目標を最低限達成して
いる

到達目標を達成していない

エネルギー変換のプロセス
を十分に理解し、エネル
ギー的に最適で、しかも環
境に配慮した機械の設計や
開発に大きく寄与できる幅
広い知識を十分に修得し、
極めて優秀な成績を修めて
いる。

エネルギー変換のプロセス
を十分に理解し、エネル
ギー的に最適で、しかも環
境に配慮した機械の設計や
開発に寄与できる知識を十
分に修得している。

エネルギー変換のプロセス
をおおむね理解し、エネル
ギー的に最適で、しかも環
境に配慮した機械の設計や
開発に寄与できる知識をお
おむね修得している。

エネルギー変換のプロセス
を最低限理解し、エネル
ギー的に最適で、しかも環
境に配慮した機械の設計や
開発に寄与できる知識を最
低限修得している。

エネルギー変換のプロセス
が理解できず、エネルギー
的に最適で、しかも環境に
配慮した機械の設計や開発
に寄与できる最低限な知識
を修得していない。

機械材料の特性・本質・限
界を十分に理解するととも
に、機械の設計、製造、運
用、廃棄にわたるライフサ
イクルを通して、最適な材
料およびその加工方法の選
定ができる高い能力を十分
に修得し、極めて優秀な成
績を修めている。

機械材料の特性・本質・限
界を十分に理解するととも
に、機械の設計、製造、運
用、廃棄にわたるライフサ
イクルを通して、最適な材
料およびその加工方法の選
定ができる能力を十分に修
得している。

機械材料の特性・本質・限
界をおおむね理解するとと
もに、機械の設計、製造、
運用、廃棄にわたるライフ
サイクルを通して、最適な
材料およびその加工方法の
選定ができる能力をおおむ
ね修得している。

機械材料の特性・本質・限
界を最低限理解するととも
に、機械の設計、製造、運
用、廃棄にわたるライフサ
イクルを通して、最適な材
料およびその加工方法の選
定ができる能力を最低限修
得している。

機械材料の特性・本質・限
界を理解できず、機械の設
計、製造、運用、廃棄にわ
たるライフサイクルを通し
て、最適な材料およびその
加工方法の選定ができる最
低限な能力を修得していな
い。

機械の構造や機構・運動の
解析方法を十分に理解する
とともに、電子情報技術を
融合し、機械の知能化を進
めることができる幅広い知
識を十分に修得し、極めて
優秀な成績を修めている。

機械の構造や機構・運動の
解析方法を十分に理解する
とともに、電子情報技術を
融合し、機械の知能化を進
めることができる知識を十
分に修得している。

機械の構造や機構・運動の
解析方法をおおむね理解す
るとともに、電子情報技術
を融合し、機械の知能化を
進めることができる知識を
おおむね修得している。

機械の構造や機構・運動の
解析方法を最低限理解する
とともに、電子情報技術を
融合し、機械の知能化を進
めることができる知識を最
低限修得している。

機械の構造や機構・運動の
解析方法を理解できず、電
子情報技術を融合し、機械
の知能化を進めることがで
きる最低限な知識を修得し
ていない。

機械・人類・環境の調和を
基礎とした機械知能システ
ム理工学を十分に理解し、
目的に合った機械システム
を設計・創造する高い能力
を十分に修得し、極めて優
秀な成績を修めている。

機械・人類・環境の調和を
基礎とした機械知能システ
ム理工学を十分に理解し、
目的に合った機械システム
を設計・創造する能力を十
分に修得している。

機械・人類・環境の調和を
基礎とした機械知能システ
ム理工学をおおむね理解
し、目的に合った機械シス
テムを設計・創造する能力
をおおむね修得している。

機械・人類・環境の調和を
基礎とした機械知能システ
ム理工学を最低限理解し、
目的に合った機械システム
を設計・創造する能力を最
低限修得している。

機械・人類・環境の調和を
基礎とした機械知能システ
ム理工学を理解できず、目
的に合った機械システムを
設計・創造する最低限な能
力を修得していない。

自ら問題を発見し、それを
解決する手法、いわゆるデ
ザイン能力を身に付け、さ
らに、未知なる難しい問題
に挑戦する精神を持ち、将
来の先端的技術開発に携わ
ることができる高度な素養
が身に付いている。

自ら問題を発見し、それを
解決する手法、いわゆるデ
ザイン能力を身に付け、さ
らに、問題に挑戦する精神
を持ち、将来の先端的技術
開発に携わることができる
素養が身に付いている。

自ら問題を発見し、それを
解決する手法、いわゆるデ
ザイン能力を身に付け、技
術開発に携わることができ
る素養が身に付いている。

自ら問題を発見し、それを
解決する手法、いわゆるデ
ザイン能力が身に付いてい
る。

自ら問題が発見できず、問
題を解決する手法、いわゆ
るデザイン能力が身に付い
ていない。

自ら研究成果や意見を具体
的かつ明瞭に表現し、発
表・伝達する能力を修得し
ている。また、高い語学
力、国際的に協調できる能
力が身に付いている。

自ら研究成果や意見を具体
的に表現し、発表・伝達す
る能力を修得している。ま
た、語学力、国際的に協調
できる能力が身に付いてい
る。

自ら研究成果や意見を表現
し、発表・伝達する能力と
語学力が身に付いている。

発表・伝達する能力とそれ
を実現する最低限な語学力
が身に付いている。

発表・伝達する能力やそれ
を実現する最低限な語学力
が身に付いていない。

問題に対して、他者と活発
に議論し、自らがチーム
リーダーとなって、協力・
協調しながらチームをまと
めて問題を解決し、発展さ
せることができる総合的な
能力を身につけている。

問題に対して、他者と議論
し、協力・協調しながら
チームとして解決し、発展
させることができる能力を
修得している。

問題に対して、他者と議論
し、協力・協調しながら
チームとして解決すること
ができる。

問題に対して、他者と協
力・協調して解決すること
ができる。

他者と協力・協調して与え
られた問題を解決する最低
限な能力を持っていない。

 機械の動的最適化と知能化

 調和のとれた創造的機械設計

  問題発見とデザイン能力

 プレゼンテーション力と英語力

 他者と議論・協力・協調するチームワー
ク力

 材料と構造の最適な設計と加工

群馬大学 授業別共通ルーブリック（理工学部　機械知能システム理工学科）

ルーブリック例 1：講義用

評価基準

評価項目

 流体機械や熱機関とそれらの環境適合



機械知能システム理⼯学科

S A B C D

到達目標を十分に達成し、
極めて優秀な成果を修めて
いる

到達目標を十分に達成して
いる

到達目標をおおむね達成し
ている

到達目標を最低限達成して
いる

到達目標を達成していない

エネルギー変換のプロセス
を十分に理解し、エネル
ギー的に最適で、しかも環
境に配慮した機械の設計や
開発に大きく寄与できる幅
広い知識を十分に修得し、
極めて優秀な成績を修めて
いる。

エネルギー変換のプロセス
を十分に理解し、エネル
ギー的に最適で、しかも環
境に配慮した機械の設計や
開発に寄与できる知識を十
分に修得している。

エネルギー変換のプロセス
をおおむね理解し、エネル
ギー的に最適で、しかも環
境に配慮した機械の設計や
開発に寄与できる知識をお
おむね修得している。

エネルギー変換のプロセス
を最低限理解し、エネル
ギー的に最適で、しかも環
境に配慮した機械の設計や
開発に寄与できる知識を最
低限修得している。

エネルギー変換のプロセス
が理解できず、エネルギー
的に最適で、しかも環境に
配慮した機械の設計や開発
に寄与できる最低限な知識
を修得していない。

機械材料の特性・本質・限
界を十分に理解するととも
に、機械の設計、製造、運
用、廃棄にわたるライフサ
イクルを通して、最適な材
料およびその加工方法の選
定ができる高い能力を十分
に修得し、極めて優秀な成
績を修めている。

機械材料の特性・本質・限
界を十分に理解するととも
に、機械の設計、製造、運
用、廃棄にわたるライフサ
イクルを通して、最適な材
料およびその加工方法の選
定ができる能力を十分に修
得している。

機械材料の特性・本質・限
界をおおむね理解するとと
もに、機械の設計、製造、
運用、廃棄にわたるライフ
サイクルを通して、最適な
材料およびその加工方法の
選定ができる能力をおおむ
ね修得している。

機械材料の特性・本質・限
界を最低限理解するととも
に、機械の設計、製造、運
用、廃棄にわたるライフサ
イクルを通して、最適な材
料およびその加工方法の選
定ができる能力を最低限修
得している。

機械材料の特性・本質・限
界を理解できず、機械の設
計、製造、運用、廃棄にわ
たるライフサイクルを通し
て、最適な材料およびその
加工方法の選定ができる最
低限な能力を修得していな
い。

機械の構造や機構・運動の
解析方法を十分に理解する
とともに、電子情報技術を
融合し、機械の知能化を進
めることができる幅広い知
識を十分に修得し、極めて
優秀な成績を修めている。

機械の構造や機構・運動の
解析方法を十分に理解する
とともに、電子情報技術を
融合し、機械の知能化を進
めることができる知識を十
分に修得している。

機械の構造や機構・運動の
解析方法をおおむね理解す
るとともに、電子情報技術
を融合し、機械の知能化を
進めることができる知識を
おおむね修得している。

機械の構造や機構・運動の
解析方法を最低限理解する
とともに、電子情報技術を
融合し、機械の知能化を進
めることができる知識を最
低限修得している。

機械の構造や機構・運動の
解析方法を理解できず、電
子情報技術を融合し、機械
の知能化を進めることがで
きる最低限な知識を修得し
ていない。

機械・人類・環境の調和を
基礎とした機械知能システ
ム理工学を十分に理解し、
目的に合った機械システム
を設計・創造する高い能力
を十分に修得し、極めて優
秀な成績を修めている。

機械・人類・環境の調和を
基礎とした機械知能システ
ム理工学を十分に理解し、
目的に合った機械システム
を設計・創造する能力を十
分に修得している。

機械・人類・環境の調和を
基礎とした機械知能システ
ム理工学をおおむね理解
し、目的に合った機械シス
テムを設計・創造する能力
をおおむね修得している。

機械・人類・環境の調和を
基礎とした機械知能システ
ム理工学を最低限理解し、
目的に合った機械システム
を設計・創造する能力を最
低限修得している。

機械・人類・環境の調和を
基礎とした機械知能システ
ム理工学を理解できず、目
的に合った機械システムを
設計・創造する最低限な能
力を修得していない。

自ら問題を発見し、それを
解決する手法、いわゆるデ
ザイン能力を身に付け、さ
らに、未知なる難しい問題
に挑戦する精神を持ち、将
来の先端的技術開発に携わ
ることができる高度な素養
が身に付いている。

自ら問題を発見し、それを
解決する手法、いわゆるデ
ザイン能力を身に付け、さ
らに、問題に挑戦する精神
を持ち、将来の先端的技術
開発に携わることができる
素養が身に付いている。

自ら問題を発見し、それを
解決する手法、いわゆるデ
ザイン能力を身に付け、技
術開発に携わることができ
る素養が身に付いている。

自ら問題を発見し、それを
解決する手法、いわゆるデ
ザイン能力が身に付いてい
る。

自ら問題が発見できず、問
題を解決する手法、いわゆ
るデザイン能力が身に付い
ていない。

自ら研究成果や意見を具体
的かつ明瞭に表現し、発
表・伝達する能力を修得し
ている。また、高い語学
力、国際的に協調できる能
力が身に付いている。

自ら研究成果や意見を具体
的に表現し、発表・伝達す
る能力を修得している。ま
た、語学力、国際的に協調
できる能力が身に付いてい
る。

自ら研究成果や意見を表現
し、発表・伝達する能力と
語学力が身に付いている。

発表・伝達する能力とそれ
を実現する最低限な語学力
が身に付いている。

発表・伝達する能力やそれ
を実現する最低限な語学力
が身に付いていない。

問題に対して、他者と活発
に議論し、自らがチーム
リーダーとなって、協力・
協調しながらチームをまと
めて問題を解決し、発展さ
せることができる総合的な
能力を身につけている。

問題に対して、他者と議論
し、協力・協調しながら
チームとして解決し、発展
させることができる能力を
修得している。

問題に対して、他者と議論
し、協力・協調しながら
チームとして解決すること
ができる。

問題に対して、他者と協
力・協調して解決すること
ができる。

他者と協力・協調して与え
られた問題を解決する最低
限な能力を持っていない。

  問題発見とデザイン能力

 プレゼンテーション力と英語力

 他者と議論・協力・協調するチームワー
ク力

 調和のとれた創造的機械設計

ルーブリック例 2：実験用

評価基準

評価項目

 流体機械や熱機関とそれらの環境適合

 材料と構造の最適な設計と加工

 機械の動的最適化と知能化



機械知能システム理⼯学科

S A B C D

到達目標を十分に達成し、
極めて優秀な成果を修めて
いる

到達目標を十分に達成して
いる

到達目標をおおむね達成し
ている

到達目標を最低限達成して
いる

到達目標を達成していない

エネルギー変換のプロセス
を十分に理解し、エネル
ギー的に最適で、しかも環
境に配慮した機械の設計や
開発に大きく寄与できる幅
広い知識を十分に修得し、
極めて優秀な成績を修めて
いる。

エネルギー変換のプロセス
を十分に理解し、エネル
ギー的に最適で、しかも環
境に配慮した機械の設計や
開発に寄与できる知識を十
分に修得している。

エネルギー変換のプロセス
をおおむね理解し、エネル
ギー的に最適で、しかも環
境に配慮した機械の設計や
開発に寄与できる知識をお
おむね修得している。

エネルギー変換のプロセス
を最低限理解し、エネル
ギー的に最適で、しかも環
境に配慮した機械の設計や
開発に寄与できる知識を最
低限修得している。

エネルギー変換のプロセス
が理解できず、エネルギー
的に最適で、しかも環境に
配慮した機械の設計や開発
に寄与できる最低限な知識
を修得していない。

機械材料の特性・本質・限
界を十分に理解するととも
に、機械の設計、製造、運
用、廃棄にわたるライフサ
イクルを通して、最適な材
料およびその加工方法の選
定ができる高い能力を十分
に修得し、極めて優秀な成
績を修めている。

機械材料の特性・本質・限
界を十分に理解するととも
に、機械の設計、製造、運
用、廃棄にわたるライフサ
イクルを通して、最適な材
料およびその加工方法の選
定ができる能力を十分に修
得している。

機械材料の特性・本質・限
界をおおむね理解するとと
もに、機械の設計、製造、
運用、廃棄にわたるライフ
サイクルを通して、最適な
材料およびその加工方法の
選定ができる能力をおおむ
ね修得している。

機械材料の特性・本質・限
界を最低限理解するととも
に、機械の設計、製造、運
用、廃棄にわたるライフサ
イクルを通して、最適な材
料およびその加工方法の選
定ができる能力を最低限修
得している。

機械材料の特性・本質・限
界を理解できず、機械の設
計、製造、運用、廃棄にわ
たるライフサイクルを通し
て、最適な材料およびその
加工方法の選定ができる最
低限な能力を修得していな
い。

機械の構造や機構・運動の
解析方法を十分に理解する
とともに、電子情報技術を
融合し、機械の知能化を進
めることができる幅広い知
識を十分に修得し、極めて
優秀な成績を修めている。

機械の構造や機構・運動の
解析方法を十分に理解する
とともに、電子情報技術を
融合し、機械の知能化を進
めることができる知識を十
分に修得している。

機械の構造や機構・運動の
解析方法をおおむね理解す
るとともに、電子情報技術
を融合し、機械の知能化を
進めることができる知識を
おおむね修得している。

機械の構造や機構・運動の
解析方法を最低限理解する
とともに、電子情報技術を
融合し、機械の知能化を進
めることができる知識を最
低限修得している。

機械の構造や機構・運動の
解析方法を理解できず、電
子情報技術を融合し、機械
の知能化を進めることがで
きる最低限な知識を修得し
ていない。

機械・人類・環境の調和を
基礎とした機械知能システ
ム理工学を十分に理解し、
目的に合った機械システム
を設計・創造する高い能力
を十分に修得し、極めて優
秀な成績を修めている。

機械・人類・環境の調和を
基礎とした機械知能システ
ム理工学を十分に理解し、
目的に合った機械システム
を設計・創造する能力を十
分に修得している。

機械・人類・環境の調和を
基礎とした機械知能システ
ム理工学をおおむね理解
し、目的に合った機械シス
テムを設計・創造する能力
をおおむね修得している。

機械・人類・環境の調和を
基礎とした機械知能システ
ム理工学を最低限理解し、
目的に合った機械システム
を設計・創造する能力を最
低限修得している。

機械・人類・環境の調和を
基礎とした機械知能システ
ム理工学を理解できず、目
的に合った機械システムを
設計・創造する最低限な能
力を修得していない。

自ら問題を発見し、それを
解決する手法、いわゆるデ
ザイン能力を身に付け、さ
らに、未知なる難しい問題
に挑戦する精神を持ち、将
来の先端的技術開発に携わ
ることができる高度な素養
が身に付いている。

自ら問題を発見し、それを
解決する手法、いわゆるデ
ザイン能力を身に付け、さ
らに、問題に挑戦する精神
を持ち、将来の先端的技術
開発に携わることができる
素養が身に付いている。

自ら問題を発見し、それを
解決する手法、いわゆるデ
ザイン能力を身に付け、技
術開発に携わることができ
る素養が身に付いている。

自ら問題を発見し、それを
解決する手法、いわゆるデ
ザイン能力が身に付いてい
る。

自ら問題が発見できず、問
題を解決する手法、いわゆ
るデザイン能力が身に付い
ていない。

自ら研究成果や意見を具体
的かつ明瞭に表現し、発
表・伝達する能力を修得し
ている。また、高い語学
力、国際的に協調できる能
力が身に付いている。

自ら研究成果や意見を具体
的に表現し、発表・伝達す
る能力を修得している。ま
た、語学力、国際的に協調
できる能力が身に付いてい
る。

自ら研究成果や意見を表現
し、発表・伝達する能力と
語学力が身に付いている。

発表・伝達する能力とそれ
を実現する最低限な語学力
が身に付いている。

発表・伝達する能力やそれ
を実現する最低限な語学力
が身に付いていない。

問題に対して、他者と活発
に議論し、自らがチーム
リーダーとなって、協力・
協調しながらチームをまと
めて問題を解決し、発展さ
せることができる総合的な
能力を身につけている。

問題に対して、他者と議論
し、協力・協調しながら
チームとして解決し、発展
させることができる能力を
修得している。

問題に対して、他者と議論
し、協力・協調しながら
チームとして解決すること
ができる。

問題に対して、他者と協
力・協調して解決すること
ができる。

他者と協力・協調して与え
られた問題を解決する最低
限な能力を持っていない。

 他者と議論・協力・協調するチームワー
ク力

 プレゼンテーション力と英語力

ルーブリック例 3：演習・ゼミ用

評価基準

評価項目

 流体機械や熱機関とそれらの環境適合

 材料と構造の最適な設計と加工

 機械の動的最適化と知能化

 調和のとれた創造的機械設計

  問題発見とデザイン能力



機械知能システム理⼯学科

S A B C D

到達目標を十分に達成し、
極めて優秀な成果を修めて
いる

到達目標を十分に達成して
いる

到達目標をおおむね達成し
ている

到達目標を最低限達成して
いる

到達目標を達成していない

エネルギー変換のプロセス
を十分に理解し、エネル
ギー的に最適で、しかも環
境に配慮した機械の設計や
開発に大きく寄与できる幅
広い知識を十分に修得し、
極めて優秀な成績を修めて
いる。

エネルギー変換のプロセス
を十分に理解し、エネル
ギー的に最適で、しかも環
境に配慮した機械の設計や
開発に寄与できる知識を十
分に修得している。

エネルギー変換のプロセス
をおおむね理解し、エネル
ギー的に最適で、しかも環
境に配慮した機械の設計や
開発に寄与できる知識をお
おむね修得している。

エネルギー変換のプロセス
を最低限理解し、エネル
ギー的に最適で、しかも環
境に配慮した機械の設計や
開発に寄与できる知識を最
低限修得している。

エネルギー変換のプロセス
が理解できず、エネルギー
的に最適で、しかも環境に
配慮した機械の設計や開発
に寄与できる最低限な知識
を修得していない。

機械材料の特性・本質・限
界を十分に理解するととも
に、機械の設計、製造、運
用、廃棄にわたるライフサ
イクルを通して、最適な材
料およびその加工方法の選
定ができる高い能力を十分
に修得し、極めて優秀な成
績を修めている。

機械材料の特性・本質・限
界を十分に理解するととも
に、機械の設計、製造、運
用、廃棄にわたるライフサ
イクルを通して、最適な材
料およびその加工方法の選
定ができる能力を十分に修
得している。

機械材料の特性・本質・限
界をおおむね理解するとと
もに、機械の設計、製造、
運用、廃棄にわたるライフ
サイクルを通して、最適な
材料およびその加工方法の
選定ができる能力をおおむ
ね修得している。

機械材料の特性・本質・限
界を最低限理解するととも
に、機械の設計、製造、運
用、廃棄にわたるライフサ
イクルを通して、最適な材
料およびその加工方法の選
定ができる能力を最低限修
得している。

機械材料の特性・本質・限
界を理解できず、機械の設
計、製造、運用、廃棄にわ
たるライフサイクルを通し
て、最適な材料およびその
加工方法の選定ができる最
低限な能力を修得していな
い。

機械の構造や機構・運動の
解析方法を十分に理解する
とともに、電子情報技術を
融合し、機械の知能化を進
めることができる幅広い知
識を十分に修得し、極めて
優秀な成績を修めている。

機械の構造や機構・運動の
解析方法を十分に理解する
とともに、電子情報技術を
融合し、機械の知能化を進
めることができる知識を十
分に修得している。

機械の構造や機構・運動の
解析方法をおおむね理解す
るとともに、電子情報技術
を融合し、機械の知能化を
進めることができる知識を
おおむね修得している。

機械の構造や機構・運動の
解析方法を最低限理解する
とともに、電子情報技術を
融合し、機械の知能化を進
めることができる知識を最
低限修得している。

機械の構造や機構・運動の
解析方法を理解できず、電
子情報技術を融合し、機械
の知能化を進めることがで
きる最低限な知識を修得し
ていない。

機械・人類・環境の調和を
基礎とした機械知能システ
ム理工学を十分に理解し、
目的に合った機械システム
を設計・創造する高い能力
を十分に修得し、極めて優
秀な成績を修めている。

機械・人類・環境の調和を
基礎とした機械知能システ
ム理工学を十分に理解し、
目的に合った機械システム
を設計・創造する能力を十
分に修得している。

機械・人類・環境の調和を
基礎とした機械知能システ
ム理工学をおおむね理解
し、目的に合った機械シス
テムを設計・創造する能力
をおおむね修得している。

機械・人類・環境の調和を
基礎とした機械知能システ
ム理工学を最低限理解し、
目的に合った機械システム
を設計・創造する能力を最
低限修得している。

機械・人類・環境の調和を
基礎とした機械知能システ
ム理工学を理解できず、目
的に合った機械システムを
設計・創造する最低限な能
力を修得していない。

自ら問題を発見し、それを
解決する手法、いわゆるデ
ザイン能力を身に付け、さ
らに、未知なる難しい問題
に挑戦する精神を持ち、将
来の先端的技術開発に携わ
ることができる高度な素養
が身に付いている。

自ら問題を発見し、それを
解決する手法、いわゆるデ
ザイン能力を身に付け、さ
らに、問題に挑戦する精神
を持ち、将来の先端的技術
開発に携わることができる
素養が身に付いている。

自ら問題を発見し、それを
解決する手法、いわゆるデ
ザイン能力を身に付け、技
術開発に携わることができ
る素養が身に付いている。

自ら問題を発見し、それを
解決する手法、いわゆるデ
ザイン能力が身に付いてい
る。

自ら問題が発見できず、問
題を解決する手法、いわゆ
るデザイン能力が身に付い
ていない。

自ら研究成果や意見を具体
的かつ明瞭に表現し、発
表・伝達する能力を修得し
ている。また、高い語学
力、国際的に協調できる能
力が身に付いている。

自ら研究成果や意見を具体
的に表現し、発表・伝達す
る能力を修得している。ま
た、語学力、国際的に協調
できる能力が身に付いてい
る。

自ら研究成果や意見を表現
し、発表・伝達する能力と
語学力が身に付いている。

発表・伝達する能力とそれ
を実現する最低限な語学力
が身に付いている。

発表・伝達する能力やそれ
を実現する最低限な語学力
が身に付いていない。

問題に対して、他者と活発
に議論し、自らがチーム
リーダーとなって、協力・
協調しながらチームをまと
めて問題を解決し、発展さ
せることができる総合的な
能力を身につけている。

問題に対して、他者と議論
し、協力・協調しながら
チームとして解決し、発展
させることができる能力を
修得している。

問題に対して、他者と議論
し、協力・協調しながら
チームとして解決すること
ができる。

問題に対して、他者と協
力・協調して解決すること
ができる。

他者と協力・協調して与え
られた問題を解決する最低
限な能力を持っていない。

ルーブリック例 4：卒業論文、卒業研究などの調査研究用

評価基準

評価項目

 流体機械や熱機関とそれらの環境適合

 材料と構造の最適な設計と加工

 機械の動的最適化と知能化

 調和のとれた創造的機械設計

  問題発見とデザイン能力

 プレゼンテーション力と英語力

 他者と議論・協力・協調するチームワー
ク力



環境創⽣理⼯学科 環境エネルギーコース

A B C

到達目標を十分に達成している 到達目標をおおむね達成している 到達目標を達成していない

数学，物理学，化学，生物学など
において, 自然科学を理解する上
で十分な基礎知識を有する．

数学，物理学，化学，生物学など
において, 自然科学を理解する上
で最低限必要な基礎知識を有す
る．

数学，物理学，化学，生物学など
において, 自然科学を理解するた
めの基礎知識が不十分である．

物質・エネルギー，化学工学，環
境理工学についての十分な基礎
的・専門的知識を有するととも
に，知識を実践に応用し，課題を
解決できる能力を有する．

物質・エネルギー，化学工学，環
境理工学についての必要最低限の
基礎的・専門的知識を有するもの
の，知識を実践に応用するために
はさらなる努力を要する．

物質・エネルギー，化学工学，環
境理工学についての基礎的・専門
的知識ならびに実践的応用能力が
不十分である．

技術者として十分な基礎的・専門
的知識を有し, これを基に課題を
分析し，実施計画を組み立てる能
力を有する．

技術者として必要最低限の基礎
的・専門的知識を有している，ま
たは， 課題を分析し，これを基
に実施計画を組み立てる能力を有
する．

技術者として必要な基礎的・専門
的知識が不足しており，課題の分
析や実施計画を組み立てる能力が
不十分である。

社会的自立のために十分な就業力
と汎用的スキルを修得している．

社会的自立のために最低限必要な
就業力と汎用的スキルを修得して
いる．

社会的自立のための就業力と汎用
的スキルが不足している．

A B C

到達目標を十分に達成している 到達目標をおおむね達成している 到達目標を達成していない

数学，物理学，化学，生物学など
において, 自然科学を理解する上
で十分な基礎知識を有する．

数学，物理学，化学，生物学など
において, 自然科学を理解する上
で最低限必要な基礎知識を有す
る．

数学，物理学，化学，生物学など
において, 自然科学を理解するた
めの基礎知識が不十分である．

物質・エネルギー，化学工学，環
境理工学についての十分な基礎
的・専門的知識を有するととも
に，知識を実践に応用し，課題を
解決できる能力を有する．

物質・エネルギー，化学工学，環
境理工学についての必要最低限の
基礎的・専門的知識を有するもの
の，知識を実践に応用するために
はさらなる努力を要する．

物質・エネルギー，化学工学，環
境理工学についての基礎的・専門
的知識ならびに実践的応用能力が
不十分である．

技術者として十分な基礎的・専門
的知識を有し, これを基に課題を
分析し，実施計画を組み立てる能
力を有する．

技術者として必要最低限の基礎
的・専門的知識を有している，ま
たは， 課題を分析し，これを基
に実施計画を組み立てる能力を有
する．

技術者として必要な基礎的・専門
的知識が不足しており，課題の分
析や実施計画を組み立てる能力が
不十分である。

社会的自立のために十分な就業力
と汎用的スキルを修得している．

社会的自立のために最低限必要な
就業力と汎用的スキルを修得して
いる．

社会的自立のための就業力と汎用
的スキルが不足している．

社会的自立に必要な就業力と汎用的スキ
ルを修得している.

化学工学技術者・理工学技術者としての
基礎知識・基礎技術を修得し，かつ自ら
課題を分析し，実施計画を組み立てる能
力を修得している.

社会的自立に必要な就業力と汎用的スキ
ルを修得している.

ルーブリック例 2：実験用

群馬大学 授業別共通ルーブリック（理工学部　環境創生理工学科環境エネルギーコース）

ルーブリック例 1：講義用

評価基準

評価項目

自然科学の基礎となる数学，物理学，化学，
生物学などについて，その基礎を修得してい
る.

物質・エネルギー，化学工学，環境理工
学についての基礎的・専門的知識と実践
的応用能力を修得している.

評価基準

評価項目

自然科学の基礎となる数学，物理学，化学，
生物学などについて，その基礎を修得してい
る.

物質・エネルギー，化学工学，環境理工
学についての基礎的・専門的知識と実践
的応用能力を修得している.

化学工学技術者・理工学技術者としての
基礎知識・基礎技術を修得し，かつ自ら
課題を分析し，実施計画を組み立てる能
力を修得している.



環境創⽣理⼯学科 環境エネルギーコース

A B C

到達目標を十分に達成している 到達目標をおおむね達成している 到達目標を達成していない

数学，物理学，化学，生物学など
において, 自然科学を理解する上
で十分な基礎知識を有する．

数学，物理学，化学，生物学など
において, 自然科学を理解する上
で最低限必要な基礎知識を有す
る．

数学，物理学，化学，生物学など
において, 自然科学を理解するた
めの基礎知識が不十分である．

物質・エネルギー，化学工学，環
境理工学についての十分な基礎
的・専門的知識を有するととも
に，知識を実践に応用し，課題を
解決できる能力を有する．

物質・エネルギー，化学工学，環
境理工学についての必要最低限の
基礎的・専門的知識を有するもの
の，知識を実践に応用するために
はさらなる努力を要する．

物質・エネルギー，化学工学，環
境理工学についての基礎的・専門
的知識ならびに実践的応用能力が
不十分である．

技術者として十分な基礎的・専門
的知識を有し, これを基に課題を
分析し，実施計画を組み立てる能
力を有する．

技術者として必要最低限の基礎
的・専門的知識を有している，ま
たは， 課題を分析し，これを基
に実施計画を組み立てる能力を有
する．

技術者として必要な基礎的・専門
的知識が不足しており，課題の分
析や実施計画を組み立てる能力が
不十分である。

社会的自立のために十分な就業力
と汎用的スキルを修得している．

社会的自立のために最低限必要な
就業力と汎用的スキルを修得して
いる．

社会的自立のための就業力と汎用
的スキルが不足している．

ルーブリック例 3：演習・ゼミ用

評価基準

評価項目

自然科学の基礎となる数学，物理学，化学，
生物学などについて，その基礎を修得してい
る.

物質・エネルギー，化学工学，環境理工
学についての基礎的・専門的知識と実践
的応用能力を修得している.

化学工学技術者・理工学技術者としての
基礎知識・基礎技術を修得し，かつ自ら
課題を分析し，実施計画を組み立てる能
力を修得している.

社会的自立に必要な就業力と汎用的スキ
ルを修得している.



環境創⽣理⼯学科 環境エネルギーコース

A B C

到達目標を十分に達成している 到達目標をおおむね達成している 到達目標を達成していない

数学，物理学，化学，生物学など
において, 自然科学を理解する上
で十分な基礎知識を有する．

数学，物理学，化学，生物学など
において, 自然科学を理解する上
で最低限必要な基礎知識を有す
る．

数学，物理学，化学，生物学など
において, 自然科学を理解するた
めの基礎知識が不十分である．

物質・エネルギー，化学工学，環
境理工学についての十分な基礎
的・専門的知識を有するととも
に，知識を実践に応用し，課題を
解決できる能力を有する．

物質・エネルギー，化学工学，環
境理工学についての必要最低限の
基礎的・専門的知識を有するもの
の，知識を実践に応用するために
はさらなる努力を要する．

物質・エネルギー，化学工学，環
境理工学についての基礎的・専門
的知識ならびに実践的応用能力が
不十分である．

技術者として十分な基礎的・専門
的知識を有し, これを基に課題を
分析し，実施計画を組み立てる能
力を有する．

技術者として必要最低限の基礎
的・専門的知識を有している，ま
たは， 課題を分析し，これを基
に実施計画を組み立てる能力を有
する．

技術者として必要な基礎的・専門
的知識が不足しており，課題の分
析や実施計画を組み立てる能力が
不十分である。

社会的自立のために十分な就業力
と汎用的スキルを修得している．

社会的自立のために最低限必要な
就業力と汎用的スキルを修得して
いる．

社会的自立のための就業力と汎用
的スキルが不足している．

化学工学技術者・理工学技術者としての
基礎知識・基礎技術を修得し，かつ自ら
課題を分析し，実施計画を組み立てる能
力を修得している.

社会的自立に必要な就業力と汎用的スキ
ルを修得している.

物質・エネルギー，化学工学，環境理工
学についての基礎的・専門的知識と実践
的応用能力を修得している.

ルーブリック例 4：卒業論文、卒業研究などの調査研究用

評価基準

評価項目

自然科学の基礎となる数学，物理学，化学，
生物学などについて，その基礎を修得してい
る.



環境創⽣理⼯学科社会基盤・防災コース

S A B C D

到達目標を十分に達成し、
極めて優秀な成果を修めて
いる

到達目標を十分に達成して
いる

到達目標をおおむね達成し
ている

到達目標を最低限達成して
いる

到達目標を達成していない

授業内容を超えた主体的な
学修が認められる。

授業内容を十分理解してい
る。

到達目標は理解しているが
授業内容に不足がある。

到達目標に達していること
が認められる。

到達目標に達していない。

授業内容を超えた主体的な
学修が認められる。

授業内容を十分理解してい
る。

到達目標は理解しているが
授業内容に不足がある。

到達目標に達していること
が認められる。

到達目標に達していない。

技術が社会・自然に及ぼす
影響・効果を考慮し，自然
環境との調和を目指した工
学のあり方を理解し，自発
的に行動できる。

技術が社会・自然に及ぼす
影響・効果を考慮し，自然
環境との調和を目指した工
学のあり方を理解できる。

技術が社会・自然に及ぼす
影響・効果を考慮し，自然
環境と調和した工学の必要
性を理解できる。

技術が社会・自然に及ぼす
影響・効果を理解すること
ができるが，自然環境と調
和した工学を十分に理解す
ることはできていない。

技術が社会・自然に及ぼす
影響・効果を理解できな
い。

社会や技術の要請の中から
自ら課題を見出し，それら
を積極的に解決するため
に，自発的に行動できる。

社会や技術の要請の中から
自ら課題を見出し，それら
の解決策を積極的に考える
ことができる。

社会や技術の要請の中から
自ら課題を見出し，それら
を解決するために積極的な
姿勢をとることができる。

社会や技術の要請の中から
自ら課題を見出すことはで
きるが，それらを解決する
ために積極的な姿勢を示す
ことはできない。

社会や技術の要請の中から
自ら課題を見出すことがで
きない。

自らの考えや体験を正確か
つ論理的に表現できる。
チームの目標達成のために
自らの役割を認識して他者
と協働して行動できる。
国内外の技術や文化・風土
に関心を持ち，積極的に関
わろうとする態度を有す
る。

自らの考えや体験を正確か
つ論理的に表現できる。
チームの目標達成のために
自らの役割を認識して他者
と協働して行動できる。
国内外の技術や文化・風土
に関心を持ち，積極的に関
わることの必要性を理解で
きる。

自らの考えや体験を正確か
つ論理的に表現できる。
チームの目標達成のために
自らの役割を認識して他者
と協働して行動できる。

自らの考えや体験を正確か
つ論理的に表現できる。
チームの目標達成のために
自らの役割を認識し，他者
との協働のあり方を理解で
きる。

自らの考えや体験を正確か
つ論理的に表現できない。

課題を分析し，実施計画を
組み立て、自発的に行動で
きる。

課題を分析し，実施計画を
組み立てることができる。

課題を分析し，実施計画の
あり方を理解できる。

課題を分析できるが，実施
計画のあり方を十分には理
解することができていな
い。

課題を分析することができ
ない。

自主的，継続的学習法を身
に付け，授業内容を超えた
主体的な学修が認められ
る。

自主的，継続的学習法を身
に付け，自発的に学修でき
る。

演習課題に対して，自主
的，継続的に学修できる。

自主的とは言えないが，演
習課題に対して，継続的に
学修できる。

自主的，継続的学習法を身
に付けていない。

群馬大学 授業別共通ルーブリック（理工学部　環境創生理工学科社会基盤・防災コース）

ルーブリック例 1：講義用

評価基準

評価項目

グローバルな視野と基礎学力

土木工学の専門知識と応用学力

自然環境・社会環境との調和及び技術者
倫理

課題の提案・解決能力

コミュニケーション能力と国際性

課題の分析・計画立案能力

自主的・継続的学習法の修得



環境創⽣理⼯学科社会基盤・防災コース

S A B C D

到達目標を十分に達成し、
極めて優秀な成果を修めて
いる

到達目標を十分に達成して
いる

到達目標をおおむね達成し
ている

到達目標を最低限達成して
いる

到達目標を達成していない

社会や技術の要請の中から
自ら課題を見出し，それら
を積極的に解決するため
に，自発的に行動できる。

社会や技術の要請の中から
自ら課題を見出し，それら
の解決策を積極的に考える
ことができる。

社会や技術の要請の中から
自ら課題を見出し，それら
を解決するために積極的な
姿勢をとることができる。

社会や技術の要請の中から
自ら課題を見出すことはで
きるが，それらを解決する
ために積極的な姿勢を示す
ことはできない。

社会や技術の要請の中から
自ら課題を見出すことがで
きない。

課題を分析し，実施計画を
組み立て、自発的に行動で
きる。

課題を分析し，実施計画を
組み立てることができる。

課題を分析し，実施計画の
あり方を理解できる。

課題を分析できるが，実施
計画のあり方を十分には理
解することができていな
い。

課題を分析することができ
ない。

自主的，継続的学習法を身
に付け，授業内容を超えた
主体的な学修が認められ
る。

自主的，継続的学習法を身
に付け，自発的に学修でき
る。

演習課題に対して，自主
的，継続的に学修できる。

自主的とは言えないが，演
習課題に対して，継続的に
学修できる。

自主的，継続的学習法を身
に付けていない。

自らの考えや体験を正確か
つ論理的に表現できる。
チームの目標達成のために
自らの役割を認識して他者
と協働して行動できる。
国内外の技術や文化・風土
に関心を持ち，積極的に関
わろうとする態度を有す
る。

自らの考えや体験を正確か
つ論理的に表現できる。
チームの目標達成のために
自らの役割を認識して他者
と協働して行動できる。
国内外の技術や文化・風土
に関心を持ち，積極的に関
わることの必要性を理解で
きる。

自らの考えや体験を正確か
つ論理的に表現できる。
チームの目標達成のために
自らの役割を認識して他者
と協働して行動できる。

自らの考えや体験を正確か
つ論理的に表現できる。
チームの目標達成のために
自らの役割を認識し，他者
との協働のあり方を理解で
きる。

自らの考えや体験を正確か
つ論理的に表現できない。

S A B C D

到達目標を十分に達成し、
極めて優秀な成果を修めて
いる

到達目標を十分に達成して
いる

到達目標をおおむね達成し
ている

到達目標を最低限達成して
いる

到達目標を達成していない

社会や技術の要請の中から
自ら課題を見出し，それら
を積極的に解決するため
に，自発的に行動できる。

社会や技術の要請の中から
自ら課題を見出し，それら
の解決策を積極的に考える
ことができる。

社会や技術の要請の中から
自ら課題を見出し，それら
を解決するために積極的な
姿勢をとることができる。

社会や技術の要請の中から
自ら課題を見出すことはで
きるが，それらを解決する
ために積極的な姿勢を示す
ことはできない。

社会や技術の要請の中から
自ら課題を見出すことがで
きない。

課題を分析し，実施計画を
組み立て、自発的に行動で
きる。

課題を分析し，実施計画を
組み立てることができる。

課題を分析し，実施計画の
あり方を理解できる。

課題を分析できるが，実施
計画のあり方を十分には理
解することができていな
い。

課題を分析することができ
ない。

自主的，継続的学習法を身
に付け，授業内容を超えた
主体的な学修が認められ
る。

自主的，継続的学習法を身
に付け，自発的に学修でき
る。

演習課題に対して，自主
的，継続的に学修できる。

自主的とは言えないが，演
習課題に対して，継続的に
学修できる。

自主的，継続的学習法を身
に付けていない。

自らの考えや体験を正確か
つ論理的に表現できる。
チームの目標達成のために
自らの役割を認識して他者
と協働して行動できる。
国内外の技術や文化・風土
に関心を持ち，積極的に関
わろうとする態度を有す
る。

自らの考えや体験を正確か
つ論理的に表現できる。
チームの目標達成のために
自らの役割を認識して他者
と協働して行動できる。
国内外の技術や文化・風土
に関心を持ち，積極的に関
わることの必要性を理解で
きる。

自らの考えや体験を正確か
つ論理的に表現できる。
チームの目標達成のために
自らの役割を認識して他者
と協働して行動できる。

自らの考えや体験を正確か
つ論理的に表現できる。
チームの目標達成のために
自らの役割を認識し，他者
との協働のあり方を理解で
きる。

自らの考えや体験を正確か
つ論理的に表現できない。

ルーブリック例 2：実験用

自主的・継続的学習法の修得

評価基準

評価項目

課題の提案・解決能力

課題の分析・計画立案能力

自主的・継続的学習法の修得

コミュニケーション能力と国際性

ルーブリック例 3：演習・ゼミ用

評価基準

評価項目

課題の提案・解決能力

課題の分析・計画立案能力

コミュニケーション能力と国際性



環境創⽣理⼯学科社会基盤・防災コース

S A B C D

到達目標を十分に達成し、
極めて優秀な成果を修めて
いる

到達目標を十分に達成して
いる

到達目標をおおむね達成し
ている

到達目標を最低限達成して
いる

到達目標を達成していない

授業内容を超えた主体的な
学修が認められる。

授業内容を十分理解してい
る。

到達目標は理解しているが
授業内容に不足がある。

到達目標に達していること
が認められる。

到達目標に達していない。

社会や技術の要請の中から
自ら課題を見出し，それら
を積極的に解決するため
に，自発的に行動できる。

社会や技術の要請の中から
自ら課題を見出し，それら
の解決策を積極的に考える
ことができる。

社会や技術の要請の中から
自ら課題を見出し，それら
を解決するために積極的な
姿勢をとることができる。

社会や技術の要請の中から
自ら課題を見出すことはで
きるが，それらを解決する
ために積極的な姿勢を示す
ことはできない。

社会や技術の要請の中から
自ら課題を見出すことがで
きない。

自らの考えや体験を正確か
つ論理的に表現できる。
チームの目標達成のために
自らの役割を認識して他者
と協働して行動できる。
国内外の技術や文化・風土
に関心を持ち，積極的に関
わろうとする態度を有す
る。

自らの考えや体験を正確か
つ論理的に表現できる。
チームの目標達成のために
自らの役割を認識して他者
と協働して行動できる。
国内外の技術や文化・風土
に関心を持ち，積極的に関
わることの必要性を理解で
きる。

自らの考えや体験を正確か
つ論理的に表現できる。
チームの目標達成のために
自らの役割を認識して他者
と協働して行動できる。

自らの考えや体験を正確か
つ論理的に表現できる。
チームの目標達成のために
自らの役割を認識し，他者
との協働のあり方を理解で
きる。

自らの考えや体験を正確か
つ論理的に表現できない。

課題を分析し，実施計画を
組み立て、自発的に行動で
きる。

課題を分析し，実施計画を
組み立てることができる。

課題を分析し，実施計画の
あり方を理解できる。

課題を分析できるが，実施
計画のあり方を十分には理
解することができていな
い。

課題を分析することができ
ない。

自主的，継続的学習法を身
に付け，授業内容を超えた
主体的な学修が認められ
る。

自主的，継続的学習法を身
に付け，自発的に学修でき
る。

演習課題に対して，自主
的，継続的に学修できる。

自主的とは言えないが，演
習課題に対して，継続的に
学修できる。

自主的，継続的学習法を身
に付けていない。

ルーブリック例 4：卒業論文、卒業研究などの調査研究用

評価基準

評価項目

土木工学の専門知識と応用学力

課題の提案・解決能力

コミュニケーション能力と国際性

課題の分析・計画立案能力

自主的・継続的学習法の修得



電⼦情報理⼯学科電気電⼦コース

S A B C D

到達目標を十分に達成し、
極めて優秀な成果を修めて
いる

到達目標を十分に達成して
いる

到達目標をおおむね達成し
ている

到達目標を最低限達成して
いる

到達目標を達成していない

自然科学の基礎である数
学・物理・化学などの基礎
知識について授業内容を超
えた主体的な学修が認めら
れる。

自然科学の基礎である数
学・物理・化学などの基礎
知識について授業内容を十
分理解している。

自然科学の基礎である数
学・物理・化学などの基礎
知識について到達目標は理
解しているが授業内容に不
足がある。

自然科学の基礎である数
学・物理・化学などの基礎
知識について到達目標に達
していることが認められ
る。

自然科学の基礎である数
学・物理・化学などの基礎
知識について到達目標に達
していない。

電子材料、電子デバイスの
知識について授業内容を超
えた主体的な学修が認めら
れる。

電子材料、電子デバイスの
知識について授業内容を十
分理解している。

電子材料、電子デバイスの
知識について到達目標は理
解しているが授業内容に不
足がある。

電子材料、電子デバイスの
知識について到達目標に達
していることが認められ
る。

電子材料、電子デバイスの
知識について到達目標に達
していない。

エネルギー変換、光エレク
トロニクス、計測制御技術
の知識について授業内容を
超えた主体的な学修が認め
られる。

エネルギー変換、光エレク
トロニクス、計測制御技術
の知識について授業内容を
十分理解している。

エネルギー変換、光エレク
トロニクス、計測制御技術
の知識について到達目標は
理解しているが授業内容に
不足がある。

エネルギー変換、光エレク
トロニクス、計測制御技術
の知識について到達目標に
達していることが認められ
る。

エネルギー変換、光エレク
トロニクス、計測制御技術
の知識について到達目標に
達していない。

情報通信、コンピュータの
ハードウェア、ソフトウェ
ア技術の知識について授業
内容を超えた主体的な学修
が認められる。

情報通信、コンピュータの
ハードウェア、ソフトウェ
ア技術の知識について授業
内容を十分理解している。

情報通信、コンピュータの
ハードウェア、ソフトウェ
ア技術の知識について到達
目標は理解しているが授業
内容に不足がある。

情報通信、コンピュータの
ハードウェア、ソフトウェ
ア技術の知識について到達
目標に達していることが認
められる。

情報通信、コンピュータの
ハードウェア、ソフトウェ
ア技術の知識について到達
目標に達していない。

英文資料の理解と英語によ
るコミュニケーションにつ
いて授業内容を超えた主体
的な学修が認められる。

英文資料の理解と英語によ
るコミュニケーションにつ
いて授業内容を十分理解し
ている。

英文資料の理解と英語によ
るコミュニケーションにつ
いて到達目標は理解してい
るが授業内容に不足があ
る。

英文資料の理解と英語によ
るコミュニケーションにつ
いて到達目標に達している
ことが認められる。

英文資料の理解と英語によ
るコミュニケーションにつ
いて到達目標に達していな
い。

講義を超えて自分で課題を
発見し考察できる。そし
て、異なる意見を踏まえて
自分の意見をわかりやすく
まとめて発表できる。

講義を理解し自分で実例を
考えられる。そして、自分
と異なる意見の問題点を指
摘でき、自分の意見をまと
めて発表できる。

講義を理解しているが、そ
こから自立的に考えられな
い。そして、自分と異なる
意見を理解でき、自分の意
見を発表できる。

講義を理解している。そし
て、自分の意見を発表でき
る。

講義の内容を理解していな
い。そして、自分の意見も
発表できない。

情報通信、コンピュータのハードウェ
ア、ソフトウェア技術の知識を身につ
け、それを応用する 能力の修得

英文資料の理解と英語によるコミュニ
ケーション

課題の発見と問題解決、および成果の発
表

自然科学の基礎である数学・物理・化学
などの基礎知識の修得

電子材料、電子デバイスの知識を身につ
け、それを応用する能力の修得

エネルギー変換、光エレクトロニクス、
計測制御技術の知識を身につけ、それを
応用する能力 の修得

群馬大学 授業別共通ルーブリック（理工学部　電子情報理工学科電気電子コース）

ルーブリック例 1：講義用

評価基準

評価項目



電⼦情報理⼯学科電気電⼦コース

S A B C D

到達目標を十分に達成し、
極めて優秀な成果を修めて
いる

到達目標を十分に達成して
いる

到達目標をおおむね達成し
ている

到達目標を最低限達成して
いる

到達目標を達成していない

自然科学の基礎である数
学・物理・化学などの基礎
知識について授業内容を超
えた主体的な学修が認めら
れる。

自然科学の基礎である数
学・物理・化学などの基礎
知識について授業内容を十
分理解している。

自然科学の基礎である数
学・物理・化学などの基礎
知識について到達目標は理
解しているが授業内容に不
足がある。

自然科学の基礎である数
学・物理・化学などの基礎
知識について到達目標に達
していることが認められ
る。

自然科学の基礎である数
学・物理・化学などの基礎
知識について到達目標に達
していない。

電子材料、電子デバイスの
知識について授業内容を超
えた主体的な学修が認めら
れる。

電子材料、電子デバイスの
知識について授業内容を十
分理解している。

電子材料、電子デバイスの
知識について到達目標は理
解しているが授業内容に不
足がある。

電子材料、電子デバイスの
知識について到達目標に達
していることが認められ
る。

電子材料、電子デバイスの
知識について到達目標に達
していない。

エネルギー変換、光エレク
トロニクス、計測制御技術
の知識について実験内容を
超えた主体的な学修が認め
られる。

エネルギー変換、光エレク
トロニクス、計測制御技術
の知識について実験内容を
十分理解している。

エネルギー変換、光エレク
トロニクス、計測制御技術
の知識について到達目標は
理解しているが実験内容に
不足がある。

エネルギー変換、光エレク
トロニクス、計測制御技術
の知識について到達目標に
達していることが認められ
る。

エネルギー変換、光エレク
トロニクス、計測制御技術
の知識について到達目標に
達していない。

情報通信、コンピュータの
ハードウェア、ソフトウェ
ア技術の知識について実験
内容を超えた主体的な学修
が認められる。

情報通信、コンピュータの
ハードウェア、ソフトウェ
ア技術の知識について実験
内容を十分理解している。

情報通信、コンピュータの
ハードウェア、ソフトウェ
ア技術の知識について到達
目標は理解しているが実験
内容に不足がある。

情報通信、コンピュータの
ハードウェア、ソフトウェ
ア技術の知識について到達
目標に達していることが認
められる。

情報通信、コンピュータの
ハードウェア、ソフトウェ
ア技術の知識について到達
目標に達していない。

英文資料の理解と英語によ
るコミュニケーションにつ
いて実験内容を超えた主体
的な学修が認められる。

英文資料の理解と英語によ
るコミュニケーションにつ
いて実験内容を十分理解し
ている。

英文資料の理解と英語によ
るコミュニケーションにつ
いて到達目標は理解してい
るが実験内容に不足があ
る。

英文資料の理解と英語によ
るコミュニケーションにつ
いて到達目標に達している
ことが認められる。

英文資料の理解と英語によ
るコミュニケーションにつ
いて到達目標に達していな
い。

実験を超えて自分で課題を
発見し考察できる。そし
て、異なる意見を踏まえて
自分の意見をわかりやすく
まとめて発表できる。

実験を理解し自分で実例を
考えられる。そして、自分
と異なる意見の問題点を指
摘でき、自分の意見をまと
めて発表できる。

実験を理解しているが、そ
こから自立的に考えられな
い。そして、自分と異なる
意見を理解でき、自分の意
見を発表できる。

実験を理解している。そし
て、自分の意見を発表でき
る。

実験の内容を理解していな
い。そして、自分の意見も
発表できない。

電子材料、電子デバイスの知識を身につ
け、それを応用する能力の修得

エネルギー変換、光エレクトロニクス、
計測制御技術の知識を身につけ、それを
応用する能力 の修得

情報通信、コンピュータのハードウェ
ア、ソフトウェア技術の知識を身につ
け、それを応用する 能力の修得

英文資料の理解と英語によるコミュニ
ケーション

課題の発見と問題解決、および成果の発
表

自然科学の基礎である数学・物理・化学
などの基礎知識の修得

ルーブリック例 2：実験用

評価基準

評価項目



電⼦情報理⼯学科電気電⼦コース

S A B C D

到達目標を十分に達成し、
極めて優秀な成果を修めて
いる

到達目標を十分に達成して
いる

到達目標をおおむね達成し
ている

到達目標を最低限達成して
いる

到達目標を達成していない

自然科学の基礎である数
学・物理・化学などの基礎
知識について演習・ゼミの
内容を超えた主体的な学修
が認められる。

自然科学の基礎である数
学・物理・化学などの基礎
知識について演習・ゼミの
内容を十分理解している。

自然科学の基礎である数
学・物理・化学などの基礎
知識について到達目標は理
解しているが演習・ゼミの
内容に不足がある。

自然科学の基礎である数
学・物理・化学などの基礎
知識について到達目標に達
していることが認められ
る。

自然科学の基礎である数
学・物理・化学などの基礎
知識について到達目標に達
していない。

電子材料、電子デバイスの
知識について演習・ゼミの
内容を超えた主体的な学修
が認められる。

電子材料、電子デバイスの
知識について演習・ゼミの
内容を十分理解している。

電子材料、電子デバイスの
知識について到達目標は理
解しているが演習・ゼミの
内容に不足がある。

電子材料、電子デバイスの
知識について到達目標に達
していることが認められ
る。

電子材料、電子デバイスの
知識について到達目標に達
していない。

エネルギー変換、光エレク
トロニクス、計測制御技術
の知識について演習・ゼミ
の内容を超えた主体的な学
修が認められる。

エネルギー変換、光エレク
トロニクス、計測制御技術
の知識について演習・ゼミ
の内容を十分理解してい
る。

エネルギー変換、光エレク
トロニクス、計測制御技術
の知識について到達目標は
理解しているが演習・ゼミ
の内容に不足がある。

エネルギー変換、光エレク
トロニクス、計測制御技術
の知識について到達目標に
達していることが認められ
る。

エネルギー変換、光エレク
トロニクス、計測制御技術
の知識について到達目標に
達していない。

情報通信、コンピュータの
ハードウェア、ソフトウェ
ア技術の知識について演
習・ゼミの内容を超えた主
体的な学修が認められる。

情報通信、コンピュータの
ハードウェア、ソフトウェ
ア技術の知識について演
習・ゼミの内容を十分理解
している。

情報通信、コンピュータの
ハードウェア、ソフトウェ
ア技術の知識について到達
目標は理解しているが演
習・ゼミの内容に不足があ
る。

情報通信、コンピュータの
ハードウェア、ソフトウェ
ア技術の知識について到達
目標に達していることが認
められる。

情報通信、コンピュータの
ハードウェア、ソフトウェ
ア技術の知識について到達
目標に達していない。

英文資料の理解と英語によ
るコミュニケーションにつ
いて演習・ゼミの内容を超
えた主体的な学修が認めら
れる。

英文資料の理解と英語によ
るコミュニケーションにつ
いて演習・ゼミの内容を十
分理解している。

英文資料の理解と英語によ
るコミュニケーションにつ
いて到達目標は理解してい
るが演習・ゼミの内容に不
足がある。

英文資料の理解と英語によ
るコミュニケーションにつ
いて到達目標に達している
ことが認められる。

英文資料の理解と英語によ
るコミュニケーションにつ
いて到達目標に達していな
い。

演習・ゼミを超えて自分で
課題を発見し考察できる。
そして、異なる意見を踏ま
えて自分の意見をわかりや
すくまとめて発表できる。

演習・ゼミを理解し自分で
実例を考えられる。そし
て、自分と異なる意見の問
題点を指摘でき、自分の意
見をまとめて発表できる。

演習・ゼミを理解している
が、そこから自立的に考え
られない。そして、自分と
異なる意見を理解でき、自
分の意見を発表できる。

演習・ゼミを理解してい
る。そして、自分の意見を
発表できる。

演習・ゼミの内容を理解し
ていない。そして、自分の
意見も発表できない。

課題の発見と問題解決、および成果の発
表

自然科学の基礎である数学・物理・化学
などの基礎知識の修得

電子材料、電子デバイスの知識を身につ
け、それを応用する能力の修得

エネルギー変換、光エレクトロニクス、
計測制御技術の知識を身につけ、それを
応用する能力 の修得

情報通信、コンピュータのハードウェ
ア、ソフトウェア技術の知識を身につ
け、それを応用する 能力の修得

英文資料の理解と英語によるコミュニ
ケーション

評価基準

評価項目

ルーブリック例 3：演習・ゼミ用



電⼦情報理⼯学科電気電⼦コース

S A B C D

到達目標を十分に達成し、
極めて優秀な成果を修めて
いる

到達目標を十分に達成して
いる

到達目標をおおむね達成し
ている

到達目標を最低限達成して
いる

到達目標を達成していない

自然科学の基礎である数
学・物理・化学などの基礎
知識について研究内容を超
えた主体的な学修が認めら
れる。

自然科学の基礎である数
学・物理・化学などの基礎
知識について研究内容を十
分理解している。

自然科学の基礎である数
学・物理・化学などの基礎
知識について到達目標は理
解しているが研究内容に不
足がある。

自然科学の基礎である数
学・物理・化学などの基礎
知識について到達目標に達
していることが認められ
る。

自然科学の基礎である数
学・物理・化学などの基礎
知識について到達目標に達
していない。

電子材料、電子デバイスの
知識について研究内容を超
えた主体的な学修が認めら
れる。

電子材料、電子デバイスの
知識について研究内容を十
分理解している。

電子材料、電子デバイスの
知識について到達目標は理
解しているが研究内容に不
足がある。

電子材料、電子デバイスの
知識について到達目標に達
していることが認められ
る。

電子材料、電子デバイスの
知識について到達目標に達
していない。

エネルギー変換、光エレク
トロニクス、計測制御技術
の知識について研究内容を
超えた主体的な学修が認め
られる。

エネルギー変換、光エレク
トロニクス、計測制御技術
の知識について研究内容を
十分理解している。

エネルギー変換、光エレク
トロニクス、計測制御技術
の知識について到達目標は
理解しているが研究内容に
不足がある。

エネルギー変換、光エレク
トロニクス、計測制御技術
の知識について到達目標に
達していることが認められ
る。

エネルギー変換、光エレク
トロニクス、計測制御技術
の知識について到達目標に
達していない。

情報通信、コンピュータの
ハードウェア、ソフトウェ
ア技術の知識について研究
内容を超えた主体的な学修
が認められる。

情報通信、コンピュータの
ハードウェア、ソフトウェ
ア技術の知識について研究
内容を十分理解している。

情報通信、コンピュータの
ハードウェア、ソフトウェ
ア技術の知識について到達
目標は理解しているが研究
内容に不足がある。

情報通信、コンピュータの
ハードウェア、ソフトウェ
ア技術の知識について到達
目標に達していることが認
められる。

情報通信、コンピュータの
ハードウェア、ソフトウェ
ア技術の知識について到達
目標に達していない。

英文資料の理解と英語によ
るコミュニケーションにつ
いて研究内容を超えた主体
的な学修が認められる。

英文資料の理解と英語によ
るコミュニケーションにつ
いて研究内容を十分理解し
ている。

英文資料の理解と英語によ
るコミュニケーションにつ
いて到達目標は理解してい
るが研究内容に不足があ
る。

英文資料の理解と英語によ
るコミュニケーションにつ
いて到達目標に達している
ことが認められる。

英文資料の理解と英語によ
るコミュニケーションにつ
いて到達目標に達していな
い。

研究を超えて自分で課題を
発見し考察できる。そし
て、異なる意見を踏まえて
自分の意見をわかりやすく
まとめて発表できる。

研究を理解し自分で実例を
考えられる。そして、自分
と異なる意見の問題点を指
摘でき、自分の意見をまと
めて発表できる。

研究を理解しているが、そ
こから自立的に考えられな
い。そして、自分と異なる
意見を理解でき、自分の意
見を発表できる。

研究を理解している。そし
て、自分の意見を発表でき
る。

研究の内容を理解していな
い。そして、自分の意見も
発表できない。

情報通信、コンピュータのハードウェ
ア、ソフトウェア技術の知識を身につ
け、それを応用する 能力の修得

英文資料の理解と英語によるコミュニ
ケーション

課題の発見と問題解決、および成果の発
表

自然科学の基礎である数学・物理・化学
などの基礎知識の修得

電子材料、電子デバイスの知識を身につ
け、それを応用する能力の修得

エネルギー変換、光エレクトロニクス、
計測制御技術の知識を身につけ、それを
応用する能力 の修得

ルーブリック例 4：卒業論文、卒業研究などの調査研究用

評価基準

評価項目



電⼦情報理⼯学科 情報科学コース

優秀 普通 不良

到達目標を十分に達成し、極めて優秀な
成果を修めている

到達目標を達成している 到達目標を達成していない

自然科学の基礎である数学・物理・化学
などの基礎知識の修得

授業内容を十分に理解し、想定以上の基
礎知識を修得できている。

授業内容をおおむね理解して基礎知識を
修得できているが、その内容に課題が認
められる。

授業内容が理解できず、必要な基礎知識
を修得できていない。

情報科学の数学理論を身につけ、それを
応用する能力の修得

授業内容を十分に理解し、想定以上の数
学理論の修得や高い応用力も認められ
る。

授業内容をおおむね理解して数学理論は
修得できているが、その内容に課題が認
められる。

授業内容が理解できず、必要な数学理論
を修得できていない。

計算機の構造や効率的な計算、計算機シ
ステムや通信に関する知識と技術の修得

授業内容を十分に理解し、想定以上の計
算機や通信に関する知識や技術を修得で
きている。

授業内容をおおむね理解して計算機や通
信に関する知識や技術は修得できている
が、その内容に課題が認められる。

授業内容が理解できず、計算機や通信に
関する知識や技術を修得できていない。

計算機に推論や認識、セキュリティなど
の知的機能を実現する理論と技術の修得

授業内容を十分に理解し、想定以上の知
的機能の実現に必要な理論や技術を修得
できている。

授業内容をおおむね理解して知的機能の
実現に必要な理論や技術は修得できてい
るが、その内容に課題が認められる。

授業内容を理解できず、知的機能の実現
に必要な理論や技術が修得できていな
い。

英文資料の理解と英語によるコミュニ
ケーション

英文資料を正確に理解でき、英語を用い
て他者と意思疎通が適切に行える。

英文資料の内容をおおむね把握でき、英
語を用いて他者と意思疎通が大体行え
る。

英文資料が理解できず、英語を用いて他
者と意思疎通ができない。

課題の発見と問題解決、および成果の発
表

主体的に課題の発見や解決を行え、その
成果を論理的な構成で適切に発表するこ
とができる。

他者からの助言・指導等もあって課題の
発見や問題解決が行え、その成果を発表
することができる。

他者からの助言・指導等があっても課題
の発見や問題解決が行えない。

優秀 普通 不良

到達目標を十分に達成し、極めて優秀な
成果を修めている

到達目標を達成している 到達目標を達成していない

自然科学の基礎である数学・物理・化学
などの基礎知識の修得

主体的に実験を行え、結果に対して数
学・物理・化学等の基礎知識を用いた論
理的で多面的な考察を行うことができ
る。

必要な実験を行え、結果に対して数学・
物理・化学等の基礎知識を用いた考察を
行うことができるが、不十分な点が認め
られる。

実験を適切に実施できず、必要な基礎知
識を修得できていない。

情報科学の数学理論を身につけ、それを
応用する能力の修得

主体的に実験を行え、結果に対して数学
理論を用いた論理的で多面的な考察を行
うことができる。

必要な実験を行え、結果に対して数学理
論を用いた考察を行うことができるが、
不十分な点が認められる。

実験を適切に実施できず、必要な数学理
論を修得できていない。

計算機の構造や効率的な計算、計算機シ
ステムや通信に関する知識と技術の修得

主体的に実験を行え、結果に対して計算
機や通信に関する知識を用いた論理的で
多面的な考察を行うことができる。

必要な実験を行え、結果に対して計算機
や通信に関する知識を用いた考察を行う
ことができるが、不十分な点が認められ
る。

実験を適切に実施できず、計算機や通信
に関する知識や技術を修得できていな
い。

計算機に推論や認識、セキュリティなど
の知的機能を実現する理論と技術の修得

主体的に実験を行え、結果に対して知的
機能の実現に必要な理論を用いた論理的
で多面的な考察を行うことができる。

必要な実験を行え、結果に対して知的機
能の実現に必要な理論を用いた考察を行
うことができるが、不十分な点が認めら
れる。

実験を適切に実施できず、知的機能の実
現に必要な理論や技術が修得できていな
い。

英文資料の理解と英語によるコミュニ
ケーション

英文資料を正確に理解でき、英語を用い
て他者と意思疎通が適切に行える。

英文資料の内容把握や、英語を用いた他
者と意思疎通をおおむね行うことができ
る。

英文資料が理解できず、英語を用いて他
者と意思疎通ができない。

課題の発見と問題解決、および成果の発
表

主体的に課題の発見や解決を行え、その
成果を論理的な構成で適切に発表するこ
とができる。

他者からの助言・指導等もあって課題の
発見や問題解決が行え、その成果を発表
することができる。

他者からの助言・指導等があっても課題
の発見や問題解決が行えない。

評価項目

評価基準

群馬大学 授業別共通ルーブリック（理工学部　電子情報理工学科情報科学コース）

ルーブリック例 1：講義用

評価基準

評価項目

ルーブリック例 2：実験用



電⼦情報理⼯学科 情報科学コース

優秀 普通 不良

到達目標を十分に達成し、極めて優秀な
成果を修めている

到達目標を達成している 到達目標を達成していない

自然科学の基礎である数学・物理・化学
などの基礎知識の修得

主体的に演習を行え、結果に対して数
学・物理・化学等の基礎知識を用いた論
理的で多面的な考察を行うことができ
る。

必要な演習を行え、結果に対して数学・
物理・化学等の基礎知識を用いた考察を
行うことができるが、不十分な点が認め
られる。

演習を適切に実施できず、必要な基礎知
識を修得できていない。

情報科学の数学理論を身につけ、それを
応用する能力の修得

主体的に演習を行え、結果に対して数学
理論を用いた論理的で多面的な考察を行
うことができる。

必要な演習を行え、結果に対して数学理
論を用いた考察を行うことができるが、
不十分な点が認められる。

演習を適切に実施できず、必要な数学理
論を修得できていない。

計算機の構造や効率的な計算、計算機シ
ステムや通信に関する知識と技術の修得

主体的に演習を行え、結果に対して計算
機や通信に関する知識を用いた論理的で
多面的な考察を行うことができる。

必要な演習を行え、結果に対して計算機
や通信に関する知識を用いた考察を行う
ことができるが、不十分な点が認められ
る。

演習を適切に実施できず、計算機や通信
に関する知識や技術を修得できていな
い。

計算機に推論や認識、セキュリティなど
の知的機能を実現する理論と技術の修得

主体的に演習を行え、結果に対して知的
機能の実現に必要な理論を用いた論理的
で多面的な考察を行うことができる。

必要な演習を行え、結果に対して知的機
能の実現に必要な理論を用いた考察を行
うことができるが、不十分な点が認めら
れる。

演習を適切に実施できず、知的機能の実
現に必要な理論や技術が修得できていな
い。

英文資料の理解と英語によるコミュニ
ケーション

英文資料を正確に理解でき、英語を用い
て他者と意思疎通が適切に行える。

英文資料の内容把握や、英語を用いた他
者と意思疎通をおおむね行うことができ
る。

英文資料が理解できず、英語を用いて他
者と意思疎通ができない。

課題の発見と問題解決、および成果の発
表

主体的に課題の発見や解決を行え、その
成果を論理的な構成で適切に発表するこ
とができる。

他者からの助言・指導等もあって課題の
発見や問題解決が行え、その成果を発表
することができる。

他者からの助言・指導等があっても課題
の発見や問題解決が行えない。

優秀 普通 不良

到達目標を十分に達成し、極めて優秀な
成果を修めている

到達目標を達成している 到達目標を達成していない

自然科学の基礎である数学・物理・化学
などの基礎知識の修得

主体的にテーマに関する調査・研究を行
え、数学・物理・化学等の基礎知識を正
しく用いた論文を記述することができ
る。

テーマに関する調査・研究をおおむね行
えるが、数学・物理・化学等の基礎知識
に関して不十分な点が認められる。

数学・物理・化学等の基礎知識の修得が
不十分で、テーマに関する調査・研究が
適切に実施できない。

情報科学の数学理論を身につけ、それを
応用する能力の修得

主体的にテーマに関する調査・研究を行
え、数学理論を正しく用いた論文を記述
することができる。

テーマに関する調査・研究をおおむね行
えるが、数学理論に関して不十分な点が
認められる。

数学理論の修得が不十分で、テーマに関
する調査・研究が適切に実施できない。

計算機の構造や効率的な計算、計算機シ
ステムや通信に関する知識と技術の修得

主体的にテーマに関する調査・研究を行
え、計算機や通信に関する知識を正しく
用いた論文を記述することができる。

テーマに関する調査・研究をおおむね行
えるが、計算機や通信に関する知識や技
術に関して不十分な点が認められる。

計算機や通信に関する知識や技術の修得
が不十分で、テーマに関する調査・研究
が適切に実施できない。

計算機に推論や認識、セキュリティなど
の知的機能を実現する理論と技術の修得

主体的にテーマに関する調査・研究を行
え、知的機能の実現に必要な理論を正し
く用いた論文を記述することができる。

テーマに関する調査・研究をおおむね行
えるが、知的機能の実現に必要な理論や
技術に関して不十分な点が認められる。

知的機能の実現に必要な理論や技術の修
得が不十分で、テーマに関する調査・研
究が適切に実施できない。

英文資料の理解と英語によるコミュニ
ケーション

英文資料を正確に理解でき、英語を用い
て他者と意思疎通が適切に行える。

英文資料の内容把握や、英語を用いた他
者と意思疎通をおおむね行うことができ
る。

英文資料が理解できず、英語を用いて他
者と意思疎通ができない。

課題の発見と問題解決、および成果の発
表

主体的に課題の発見や解決を行え、その
成果を論理的な構成で適切に発表するこ
とができる。

他者からの助言・指導等もあって課題の
発見や問題解決が行え、その成果を発表
することができる。

他者からの助言・指導等があっても課題
の発見や問題解決が行えない。

評価項目

ルーブリック例 3：演習・ゼミ用

評価基準

評価項目

ルーブリック例 4：卒業論文、卒業研究などの調査研究用

評価基準



総合理⼯学科

※プログラム所属学生は対応学科のルーブリックによる。

S A B C D

到達目標を十分に達成し、
極めて優秀な成果を修めて
いる

到達目標を十分に達成して
いる

到達目標をおおむね達成し
ている

到達目標を最低限達成して
いる

到達目標を達成していない

授業内容を超えた主体的な
学修が認められる。

授業内容を十分理解してい
る。

到達目標は理解しているが
授業内容に不足がある。

到達目標に達していること
が認められる。

到達目標に達していない。

授業内容を超えた主体的な
学修が認められる。

授業内容を十分理解してい
る。

到達目標は理解しているが
授業内容に不足がある。

到達目標に達していること
が認められる。

到達目標に達していない。

授業内容を超えた主体的な
学修が認められる。

授業内容を十分理解してい
る。

到達目標は理解しているが
授業内容に不足がある。

到達目標に達していること
が認められる。

到達目標に達していない。

授業内容を超えた主体的な
学修が認められる。

授業内容を十分理解してい
る。

到達目標は理解しているが
授業内容に不足がある。

到達目標に達していること
が認められる。

到達目標に達していない。

理工系技術者として十分な
基礎技術及び知識を有して
いる

理工系技術者として必要な
基礎技術及び知識を有して
いる

理工系技術者として必要な
基礎技術および知識をおお
むね有している

理工系技術者として最低限
必要な基礎技術及び知識を
有している

理工系技術者として必要な
基礎技術及び知識を有して
いるとは言えない

社会的自立に必要な就業力
と汎用的能力及び学ぶ力を
十分有している

社会的自立に必要な就業力
と汎用的能力及び学ぶ力を
有している

社会的自立に必要な就業力
と汎用的能力及び学ぶ力を
おおむね有している

社会的自立に必要な最低限
の就業力と汎用的能力及び
学ぶ力を有している

社会的自立に必要な就業力
と汎用的能力及び学ぶ力を
有しているとは言えない

S A B C D

到達目標を十分に達成し、
極めて優秀な成果を修めて
いる

到達目標を十分に達成して
いる

到達目標をおおむね達成し
ている

到達目標を最低限達成して
いる

到達目標を達成していない

実験内容を十分理解し、実
施する能力を十分有してい
る

実験内容を理解し、実施す
る能力を有している

実験内容をおおむね理解
し、実施する能力を有して
いる

実験内容を最低限理解し、
実施する能力を有している

実験内容を理解し、実施す
る能力を十分有していると
は言えない

S A B C D

到達目標を十分に達成し、
極めて優秀な成果を修めて
いる

到達目標を十分に達成して
いる

到達目標をおおむね達成し
ている

到達目標を最低限達成して
いる

到達目標を達成していない

ゼミにおいて専門分野に関
する論理的討論をおこなう
能力を十分有する

ゼミにおいて専門分野に関
する論理的討論をおこなう
能力を有する

ゼミにおいて専門分野に関
する十分な論理的討論をお
こなう能力をおおむね有す
る

ゼミにおいて専門分野に関
する論理的討論をおこなう
最低限の能力を有する

ゼミにおいて専門分野に関
する論理的討論をおこなう
能力を有するとは言えない

専門分野に関する問題解決
能力を十分有する

専門分野に関する問題解決
能力を有する

専門分野に関する問題解決
能力をおおむね有する

専門分野に関する最低限の
問題解決能力を有する

専門分野に関する問題解決
能力を有するとは言えない

ルーブリック例 3：演習・ゼミ用

評価基準

評価項目

専門分野に関する論理的な討論をおこな
う能力

専門分野に関する演習問題解決能力

評価項目

専門分野に関する基礎的実験の知識と実
験遂行のための能力

環境創生理工学における基礎的・専門的
知識と実践的応用能力

電子情報理工学における基礎的・専門的
知識と実践的応用能力

理工学系技術者としての基礎技術及び基
礎知識

社会的自立に必要な就業力と汎用的能力
及び学ぶ力

ルーブリック例 2：実験用

評価基準

機械知能システム理工学における基礎
的・専門的知識と実践的応用能力

群馬大学 授業別共通ルーブリック（理工学部　総合理工学科）

ルーブリック例 1：講義用

評価基準

評価項目

化学・生物化学における基礎的・専門的
知識と実践的応用能力


	1 ルーブリック（CB） 
	2 ルーブリック（MS) 
	3ルーブリック（ESE） 
	4 ルーブリック（ESA） 
	5 ルーブリック（EIE） 
	６ルーブリック（EII) 
	7 ルーブリック（総合理工） 

